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「M HASR A

た，

WCRP/GEWE

 

I国際科学会議」開催のお知らせ

2006年度より10年計画で実施してきまし

ydro-Atmosphere
 

Scientific Research and Prediction Initiative：モ

X/GHPの地域研究プロジェクト

MAHASRI（Monsoon Asian H

モンスーンの水文気候研究

を展望する下記の国際科学会議を開催いたします．

奮ってご参加くださいますようご案内申し上げます．

記

会議名：International Science Conference on MA-

HASRI（モンスーンアジア水文気候研究計画国際

科学会議）

日 時：2016年３月２日（水）～３月４日（金）

場 所：

ン

スーンアジア水文気候研究計画）で得られた最新の研

究を紹介し，今後のアジア

首都大学東京気候学国際研究センター，

MAHASRI国際科学委員会

協 賛：地球惑星科学連合大気水圏科学セクション，

首都大学東京，名古屋大学宇宙地球環境研究所，東

京大学生産技術研究所，東京工業大学，環境省環境

研究総合推進費・気候変動の緩和策と適応策の統合

的戦略研究

内 容：WCRP/GEWEX/GHPの地域研究プロジェ

クトMAHASRIで得られた最新の研究を紹介する

とともに，今後のアジアモンスーンに関する水文気

候学的研究を展望する．

問い合わせ先：MAHASRI国際会議事務局

Tel：042-677-2596，Fax：042-677-2589

E-mail：mahasri2016＠tmu.ac.jp

詳 細 は大 会 ホーム ページ（http://tmu-rao.jp/

events/1817）を参照ください．

首都大学東京 南大沢キャンパス 国際交流

会館 (東京都八王子市南大沢1-1)

主 催：


